
　

平
成
一
六
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

一
関
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
今
年
で
八
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

一
関
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
の
援
助
を

行
う
方（
協
力
会
員
）
と
、
育
児

の
援
助
を
受
け
る
方（
依
頼
会
員
）、

双
方
を
兼
ね
る
方（
両
方
会
員
）を

組
織
化
し
、
育
児
に
関
す
る
相
互

援
助
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
会
員
の
皆
様

の
厚
い
思
い
と
ご
支
援
の
も
と
、

会
員
同
士
が
子
育
て
の
喜
び
を
わ

か
ち
あ
え
る
事
業
と
し
て
会
員
の

皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
状
況

を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
セ

ン
タ
ー
で
は「
預
か
っ
た
お
子
さ
ん

を
安
全
に
保
護
者
に
お
返
し
す
る
」

た
め
に
、
毎
年
、
会
員
研
修
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

六
月
五
日
に
開
催
し
た
研
修
会

で
は
、
保
健
師
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
講
話
の
中
で
、
乳
幼
児
の

心
身
か
ら
発
す
る
信
号
へ
の
対
処

法
や
子
ど
も
を
預
か
る
際
の
留
意

点
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
も
、
研

修
会
、
交
流
会
等
を
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
、
子
育
て
中
の
保
護
者

の
方
や
お
子
さ
ん
が
大
好
き
な
方

は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
会
員

と
セ
ン
タ
ー
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て

地
域
に
期
待
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
相

互
支
援
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
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⑴　

地
域
福
祉
の
推
進

　

市
民
の
社
会
参
加
の
促
進
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識

の
醸
成
を
は
か
り
な
が
ら
、
住
民
相
互
で
支
え
合
う

互
助
・
共
助
の
精
神
を
高
め
、
地
域
を
支
え
る
仕
組

み
の
構
築
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
社
協
の
事
務
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
る

た
め
、
福
祉
委
員
で
あ
る
行
政
区
長
、
民
生
児
童
委

員
等
の
協
力
を
得
て
、
社
協
会
費
及
び
募
金
、
福
祉

事
業
の
調
査
、
連
絡
調
整
な
ど
に
よ
り
社
協
業
務
の

推
進
と
地
域
福
祉
の
増
進
を
図
っ
た
。

⑵　

子
育
て
支
援

　

子
育
て
環
境
が
徐
々
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
等
の
利

用
促
進
を
図
り
、
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

大
に
努
め
た
。

⑶　

相
談
、
支
援
体
制

　

心
配
ご
と
相
談
所
な
ど
で
適
切
な
相
談
業
務
を
行

い
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
問
題
解
決

に
あ
た
っ
た
。

　

ま
た
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
へ
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
援
助
、
日
常
的
な
金
銭
管
理
な
ど
を
行

う
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
や
、
障
害
者
や
家
族
に

対
し
、
地
域
に
お
け
る
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
障

害
者
支
援
プ
ラ
ザ
の
活
用
を
促
進
す
る
等
、
相
談
支

援
機
能
の
充
実
に
努
め
た
。

⑷　

介
護
保
険
事
業
及
び
障
害
者
の
自
立
支
援

　

介
護
保
険
事
業
及
び
自
立
支
援
事
業
の
運
営
に
当

た
っ
て
、
介
護
職
員
等
の
研
修
を
行
い
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
と
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
堅
持
し
、
更
に
は

社
協
の
も
つ
公
益
性
等
の
特
性
も
踏
ま
え
な
が
ら
経

営
基
盤
強
化
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
し
ぶ
た
み
と

新
た
に
開
設
し
た
は
な
い
ず
み
の
経
営
に
よ
り
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
確
保
に
努
め
た
。
就
労
継
続

支
援
事
業
施
設
千
厩
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
の
作
業
活
動
の

充
実
を
図
り
、
適
切
な
支
援
を
提
供
す
る
よ
う
努
め

た
。

⑸　

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
加
え
、
混
迷
す
る
時
代

に
対
応
す
る
た
め
、
情
報
提
供
の
場
と
し
て
の
社
協

だ
よ
り
の
充
実
と
学
習
の
機
会
と
し
て
五
回
連
続
講

座
を
開
催
し
た
。

⑹　

災
害
支
援

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行
と
被
災
地
社
協
へ
職

員
の
派
遣
を
行
っ
た
。

　

地
域
福
祉
事
業

⑴　

小
地
域
福
祉
推
進
事
業

　

地
域
の
人
々
が
安
心
し
て
豊
か
な
生
活
が
で
き
る

よ
う
な
地
域
福
祉
を
期
す
る
た
め
、
地
区
福
祉
活
動

推
進
協
議
会
、
自
治
会
の
自
主
的
な
福
祉
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
活
動
助
成
金
を
交
付
し
た
。

・ 

交
付
金
額　

二
五
地
区
、
七
四
行
政
区

　

六
、〇
五
三
、四
〇
〇
円

⑵　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

　

小
地
域
を
単
位
と
し
て
、
高
齢
者
等
の
生
き
が
い

作
り
や
、
寝
た
き
り
・
閉
じ
こ
も
り
予
防
活
動
を
目

的
に
定
期
的
に
開
催
し
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り

実
施
し
た
サ
ロ
ン
に
対
し
、
活
動
助
成
し
た
。

・ 

助
成
サ
ロ
ン
数　

三
一
六
ヶ
所　

　
（
実
施
回
数　

三
、三
四
九
回
）

⑶　

子
育
て
サ
ロ
ン
事
業

　

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体
と
な
り
、
孤

立
し
が
ち
な
子
育
て
家
庭
の
育
児
不
安
の
解
消
に
資

す
る
と
と
も
に
、
当
事
者
同
士
が
ふ
れ
あ
い
仲
間
づ

く
り
を
行
う
活
動
に
対
し
活
動
助
成
し
た
。

・
助
成
サ
ロ
ン
数　

十
五
ヶ
所

　
（
参
加
者
数　

二
六
一
人
）

⑷　

子
育
て
支
援
事
業
（
受
託
事
業
）

　

一
関
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
育
児
の
援
助
を
行
う
方
（
協
力
会
員
）
と
、
育

児
の
援
助
を
受
け
る
方
（
依
頼
会
員
）、
双
方
を
兼

ね
る
方
（
両
方
会
員
）
を
組
織
化
し
、
育
児
に
関
す

る
相
互
援
助
活
動
の
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
子
育

て
支
援
の
相
談
・
情
報
提
供
、
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
派
遣
、
子
育
て
支
援
の
講
師
と
し
て
職
員
を
派
遣

し
た
。

・
会
員
数　

四
三
一
人　

・
活
動
件
数　

八
五
四
件

・
子
育
て
支
援
件
数　

一
、二
〇
六
件

⑸　

講
演
会
の
開
催

　

地
域
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
提
供
と
学
習
機
会
を

設
定
す
る
た
め
、
一
関
公
民
館
、
い
ち
の
せ
き
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
と
共
催
し
、
一
関
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
五
回
連
続
講
座
を
開
催
し
た
。

⑹　

社
協
ふ
く
し
祭
り
「
ゆ
い
っ
こ
広
場
」
の
開
催

　

市
民
と
福
祉
関
係
者
等
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
設

け
、
互
い
の
理
解
を
深
め
、
誰
も
が
安
心
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
啓
発
を
す
す
め
な
が
ら
、
福
祉
ま
つ
り
を
開
催

し
た
。

・
開
催
日　

平
成
二
十
三
年
十
月
十
六
日
㈰

・
テ
ー
マ　

 「
悠
久
の
流
れ
に　

歴
史
と
ロ
マ
ン
が

息
づ
く
ま
ち
づ
く
り
」

・
内　

容　
 

地
域
活
動
・
地
場
産
品
の
展
示
、
太
鼓

演
奏
、
幼
稚
園
児
の
お
遊
戯
、
げ
い
び

追
分
な
ど
伝
統
芸
能
の
発
表
、
炊
出
し

訓
練
、
農
産
物
販
売
、
ハ
ー
ト
フ
ル

シ
ョ
ッ
プ
、
む
し
歯
相
談
他

・
会　

場　

東
山
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

・
来
場
者
数　

五
三
〇
人
（
関
係
者
含
）

⑺　

第
六
回
一
関
市
社
会
福
祉
大
会

　

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
八
日
（
水
）
午
後
一
時

三
十
分　

一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
福
祉
関

係
者
な
ど
五
百
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

⑻　

社
協
だ
よ
り　

全
戸
配
布　
　

年
四
回
発
行

⑼　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

　

一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
活
動
紹
介
を
行
っ
た
。

・
総
閲
覧
件
数　

二
二
、二
七
一
件

⑽　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
開
催

・
平
成
二
十
四
年
三
月
十
四
日

　

 　

 

平
成
二
十
三
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

 　

 

一
関
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
動

状
況
に
つ
い
て

　

 　

 

平
成
二
十
四
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活

動
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
際
に
安
心
し
て
活
動

が
行
え
る
よ
う
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
」
等

の
手
続
を
行
な
っ
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険　

三
、二
九
七
人

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険　

二
五
件

　
（
二
、六
三
三
人
）

・
送
迎
サ
ー
ビ
ス
補
償　

一
件
（
六
一
人
）

・
有
償
活
動
保
険　

十
一
人

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
の
指
定

　

一
関
市
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
理
解
と
関
心

を
高
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
社
会
連
帯
の
精
神

を
養
う
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
を
通
じ
て
家
庭
お

よ
び
地
域
社
会
へ
の
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
十
八
校
を
指
定
し
た
。

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催

Ⅰ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
（
中
高
生
）
の
開
催

（
二
十
年
度
よ
り
統
一
事
業
）

　

 　

夏
休
み
期
間
を
利
用
し
、
中
学
生
及
び
高
校
生

が
様
々
な
ふ
れ
あ
い
体
験
を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
理
解
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
醸

成
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
実
施
し
た
。

　
　

・
参
加
者
数　

二
三
人

Ⅱ　

高
校
生
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
の
開
催

平
成
二
十
三
年
度　

一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
報
告

　

二
十
三
年
度
は
、
一
体
感
の
醸
成
に
努
め
つ
つ
、
基
本
理
念
（
ビ
ジ
ョ
ン
）『
支
え
あ
い　

幸
せ
感
じ
る　

地
域

の
暮
ら
し
』、
に
基
づ
い
て
、
生
活
に
役
立
つ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
の
構
築
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
事
業
推
進
に
当
た
り
、
基
本
理
念
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
次
の
項
目
を
実
践
目
標
と
し
て
展
開
し
た
。
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子
育
て
支
援
活
動
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、

い
の
ち
や
家
庭
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
た
。

　
　

・
開
催
回
数　

二
回　

・
参
加
者
数　

十
人

⑤
一
関
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状

況
に
つ
い
て
（
平
成
二
十
三
年
三
月
〜
平
成
二
十
四

年
三
月
）

　

一
関
市
と
の
連
携
の
も
と
「
一
関
市
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
平
成
二
十
三
年
三
月
に
開
設

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

調
整
・
相
談
支
援
を
行
っ
た
。

　
（ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て
活

動
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
数　

延
べ
一
、

三
五
六
人
。）

　
　

※
注　

 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
経
由

し
な
い
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
団
体
等
で
活
動

し
た
方
も
あ
り
ま
す
。

〈
主
な
活
動
は
以
下
の
通
り
〉

ア
． 

炊
き
出
し
支
援
活
動
（
市
内
避
難
所
及
び
沿
岸

福
祉
避
難
所
、
沿
岸
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

イ
． 

高
齢
者
及
び
障
害
者
か
ら
の
家
の
片
付
け
、
清

掃
（
市
内
被
災
者
及
び
市
内
み
な
し
仮
設
避
難

者
）

ウ
． 

東
京
都
医
療
チ
ー
ム
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派

遣
（
一
関
か
ら
陸
前
高
田
・
気
仙
沼
市
の
避
難

所
等
）

エ
． 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
物
資
輸
送
連
絡
調
整
、

輸
送
、
現
地
配
達
等
の
活
動

オ
． 

陸
前
高
田
市
へ
の
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ス
の
運
行

カ
．
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
へ
の
支
援

キ
． 

沿
岸
被
災
地
へ
の
夏
休
み
（
夏
期
休
暇
）
を
利

用
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
の
宿
泊
拠
点
支

援

ク
．
被
災
地
支
援
車
い
す
修
理
・
寄
贈
活
動
の
実
施

　

 　

日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
の
「
空
飛
ぶ
車
い
す
」

活
動
の
岩
手
県
内
調
整
（
大
船
渡
、
一
関
）
と
車

い
す
修
理
会
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
明
生
園
）

の
実
施

ケ
． 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
情
報
提
供
（
平

成
二
十
三
年
五
月
〜
）

⑾　

心
配
ご
と
相
談
所

　

日
常
生
活
の
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
等
を
気
軽
に

相
談
で
き
る
よ
う
相
談
員
を
委
嘱
し
相
談
、
援
助
に

努
め
た
。
ま
た
、
花
泉
、
大
東
、
千
厩
の
各
支
部
を

会
場
に
移
動
相
談
所
を
開
設
し
た
。

・
開
設
日
数　

五
十
日　

・
移
動
相
談
日
数　

八
日

・
相
談
延
人
数　

六
二
人

・
相
談
延
件
数　

二
六
七
件

⑿　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　

低
所
得
世
帯
や
障
害
の
あ
る
方
、
介
護
を
要
す
る

高
齢
者
等
が
同
居
す
る
世
帯
に
対
し
て
、
経
済
的
自

立
と
生
活
意
欲
の
助
長
、
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る

た
め
、
低
い
金
利
（
一
部
無
利
子
）
で
、
岩
手
県
社

協
か
ら
貸
付
を
行
っ
た
。

・
貸
付
件
数　

五
八
件

・
貸
付
金
額　

三
三
、九
六
二
、二
五
〇
円

⒀　

た
す
け
あ
い
金
庫
貸
付
事
業

　

失
業
や
疾
病
等
に
よ
る
一
時
的
収
入
減
等
に
よ

り
、
生
活
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
世
帯
に
対
し
、
一

時
資
金
と
し
て
無
利
子
で
貸
し
付
け
を
行
っ
た
。（
限

度
額
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

・
貸
付
件
数　

十
二
件

・
貸
付
総
額　

四
七
五
、〇
〇
〇
円

⒁　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
受
託
事
業
）

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
選
択
し
た
り
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
と
契
約
す
る
こ
と
の
判
断
能
力
が

不
十
分
な
方
に
対
し
、利
用
手
続
き
の
援
助
や
代
行
、

公
共
料
金
の
支
払
い
な
ど
、
本
人
の
日
常
生
活
の
自

立
を
支
援
し
た
。

　

本
協
議
会
は
西
磐
井
及
び
東
磐
井
の
広
域
を
担
う

「
基
幹
社
協
」と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。こ
の
た
め
、

専
門
員
一
人
が
配
置
さ
れ
、
生
活
支
援
員
と
し
て
一

関
支
部
五
人
、
六
支
部
・
平
泉
町
に
各
二
人
、
藤
沢

町
三
人
、
合
計
二
十
二
人
を
委
嘱
し
、
利
用
者
の
支

援
に
努
め
た
。

・
相
談
援
助
延
件
数　

八
二
四
件

・
利
用
援
助
契
約
者
数　

五
三
人

⒂　

敬
老
会
（
受
託
事
業
）

　

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
き
た
高
齢

者
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
敬
老
会
を
敬
老
の

日
の
前
後
に
地
区
ご
と
に
当
祝
者
八
十
歳
以
上
、

一
三
、二
六
〇
人
を
招
待
し
開
催
し
た
。

⒃　

在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

　

在
宅
で
寝
た
き
り
高
齢
者
や
重
度
障
が
い
者
の
介

護
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
交
流
と
、
日
頃
の
介
護
疲

れ
を
癒
し
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
た

め
集
い
を
開
催
し
た
。

・
一
泊
二
日　

花
巻
温
泉　

ホ
テ
ル
花
巻　

二
四
人

・
日
帰
り　
　

矢
び
つ
温
泉　

瑞
泉
閣　

五
六
人

⒄　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
事
業

　

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象

に
、
高
齢
者
の
親
睦
交
流
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
た
。

⒅　

障
が
い
者
生
活
支
援
事
業
（
受
託
事
業
）

　

一
関
障
害
者
支
援
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
援
助
、
社
会
資
源
の
活
用
や
生
活
力
を

高
め
る
た
め
の
支
援
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
介

護
相
談
及
び
情
報
の
提
供
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
本

人
参
加
の
ケ
ア
会
議
を
開
催
し
、
処
遇
困
難
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
は
一
関
地
区
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議

会
の
サ
ー
ビ
ス
調
整
会
議
で
解
決
し
た
。

・
相
談
件
数　

一
、四
九
八
件

⒆　

手
話
通
訳
者
等
派
遣
事
業
（
受
託
事
業
）

　

一
関
市
内
の
聴
覚
障
害
者
等
が
意
思
疎
通
に
支
障

の
あ
る
時
、
手
話
を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
聴
覚
障
害
者
等
の
社
会
参
加

の
促
進
及
び
交
流
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
手
話

通
訳
者
等
の
派
遣
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
お
よ
び
相
談
支

援
を
行
っ
た
。

・
派
遣
延
べ
人
数　

一
二
四
人

⒇　

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
受
託
事
業
）

　

在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
等
の
移
動
困
難
者
を
対

象
に
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
へ
の
通
院
、
通
所
、
入

退
所
の
外
出
支
援
を
行
っ
た
。

・
稼
働
時
間　

一
、六
九
四
時
間
四
十
分

・
延
利
用
人
数　

六
三
七
人

21　

車
い
す
貸
出
し
事
業

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
生
活
を
援
助
す
る
た
め
、
外

出
時
等
に
車
い
す
を
貸
し
出
し
た
。

・
保
有
台
数　

一
九
九
台

・
利
用
人
員　

一
五
一
人

22　

緊
急
連
絡
カ
ー
ド
設
置
事
業

　

緊
急
時
に
連
絡
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
等
に
作
成
配
布
し
、
民
生
委
員
の
協
力

に
よ
り
、
安
全
・
安
心
を
は
か
る
た
め
、
住
み
慣
れ

た
家
庭
や
地
域
で
、
緊
急
時
の
見
守
り
活
動
を
行
っ

た
。

・
配
布
枚
数　

二
、七
四
六
枚

23　

福
祉
団
体
等
助
成
事
業

　

福
祉
団
体
等
の
活
動
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、

各
団
体
の
活
動
を
助
成
し
た
。

・
三
三
団
体　

八
五
八
、〇
〇
〇
円

24　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
助
成
事
業

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
活
動
を
円
滑
に
推
進
す

る
た
め
、
各
団
体
の
活
動
に
助
成
し
た
。

・
五
団
体　

二
、四
七
四
、〇
〇
〇
円

25　

食
の
自
立
支
援
事
業
（
受
託
事
業
）

　

概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、

高
齢
夫
婦
、
障
害
者
等
を
対
象
に
、
食
事
を
自
宅
に

届
け
、食
の
自
立
を
支
援
し
、併
せ
て
安
否
確
認
行
っ

た
。

26　

災
害
見
舞
金

　

罹
災
世
帯
に
対
し
見
舞
金
を
贈
っ
た
。

・
十
四
件　

二
六
〇
、〇
〇
〇
円

27　

共
同
募
金
事
業
へ
の
協
力

①　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
結
果

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
十
月
一
日
か
ら
目

標
額
を
達
成
す
る
た
め
、
支
部
ご
と
に
運
動
を
展
開

し
た
結
果
、
厳
し
い
社
会
情
勢
が
続
く
中
で
は
あ
っ

た
が
、
住
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
共
同
募
金
運
動
に
よ
る
配
分
金
は
、
岩
手
県

共
同
募
金
会
を
通
じ
て
県
内
の
民
間
福
祉
施
設
、
福

祉
団
体
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
地
域
福
祉
事
業
の

貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
実
績
額　

一
八
、一
〇
九
、一
七
〇
円

支
部

二
二
年
度

二
三
年
度

登
録
者
数

配
食
総
数

登
録
者
数

配
食
総
数

大
東

一
四
人

一
、六
四
四
食

一
四
人

一
、〇
六
三
食

千
厩

四
二　

　

 

九
二
五　

三
四　

二
、〇
四
八　

合
計

五
六　

二
、五
六
九　

四
八　

三
、一
一
一　

いちのせき社協だより3



②　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
結
果

　
「
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く

り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
募
金
運
動
を
展
開
し
、
戸

別
、
職
域
、
学
校
募
金
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、
生
活
困

窮
世
帯
、ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、母
子
・
父
子
世
帯
、

寝
た
き
り
高
齢
者
、
認
知
症
高
齢
者
、
障
害
児
（
者
）

を
重
点
に
、
一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
民
生
児
童

委
員
の
協
力
に
よ
り
配
分
し
た
ほ
か
、
施
設
に
も
配

分
し
た
。

・
実
績
額　

二
〇
、八
一
六
、四
四
〇
円

・
配
分
実
績　

四
、〇
〇
九
件

　

一
八
、五
三
四
、九
九
五
円

　

平
成
二
十
三
年
度
実
績
額
と
配
分
額
の
差
額
二
、

二
八
一
、四
四
五
円
は
、
い
っ
た
ん
岩
手
県
共
同
募

金
会
に
送
付
し
、
次
年
度
の
一
関
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
地
域
福
祉
事
業
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
事

業
費
と
し
て
配
分
を
受
け
る
も
の
で
す
。

　

在
宅
福
祉
事
業

⑴　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業　
（
受
託
事
業
）

　

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
介
護
・
福
祉
・
保
健
・

医
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に
支
え
る
た

め
に
、
大
東
、
東
山
地
域
と
新
た
に
花
泉
地
域
を
担

当
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
成
二
十
四
年

一
月
か
ら
開
設
）
を
一
関
地
区
広
域
行
政
組
合
か
ら

委
託
を
受
け
運
営
し
た
。

⑵　

ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー
（
介
護
保
険
事
業
）

　

要
介
護
及
び
要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
高
齢
者
等
に

対
し
、
訪
問
介
護
員
が
家
庭
を
訪
問
し
て
、
日
常
生

活
の
家
事
援
助
や
身
体
介
護
を
行
っ
た
。

⑶　

介
護
支
援
事
業
所
（
障
害
者
自
立
支
援
事
業
）

　

障
害
者
の
方
に
対
し
、
訪
問
介
護
員
が
家
庭
を
訪

問
し
、
日
常
生
活
の
家
事
援
助
や
身
体
介
護
を
行
っ

た
。

⑷　

訪
問
入
浴
セ
ン
タ
ー
（
介
護
保
険
事
業
）

　

在
宅
で
自
力
入
浴
が
困
難
な
方
に
、
特
殊
浴
槽
を

搭
載
し
た
車
で
訪
問
し
、
入
浴
介
護
を
行
っ
た
。

⑸　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
介
護
保
険
事
業
）

　

日
帰
り
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
。自
宅
か
ら
の
送
迎
・

入
浴
・
昼
食
・
余
暇
活
動
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、

一
日
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
通
所
支
援
を
行
っ
た
。

⑹　

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
（
介
護
保
険
事
業
）

　

依
頼
を
受
け
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
利
用
者
宅
を

訪
問
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
介
護
に
関
す
る
相

談
等
の
支
援
を
行
っ
た
。

⑺　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
受
託
事
業
）

　

介
護
予
防
・
生
活
支
援
等
の
総
合
相
談
、
高
齢
者

の
実
態
把
握
、
介
護
保
険
対
象
外
の
方
へ
の
支
援
を

行
っ
た
。

⑻　

生
活
支
援
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
受
託
事
業
）

　

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
や
介
護
認
定
非
該
当
者

等
を
対
象
に
生
き
が
い
支
援
と
し
て
、
次
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
た
。

　

＊　

生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業

　
　
　

 

訪
問
介
護
員
が
訪
問
し
家
事
援
助
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
た
。

　

＊　

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　

 

入
浴
、
昼
食
、
余
暇
活
動
を
行
い
な
が
ら
生

活
指
導
を
行
っ
た
。

⑼ 　

高
齢
者
健
康
づ
く
り
教
室
事
業
（
ふ
れ
あ
い
入

浴
サ
ー
ビ
ス
）（
受
託
事
業
）

　

各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
単
位
に
入
浴
サ
ー
ビ
ス
や
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
余
暇
活
動
等
を
提
供
し
健
康
維
持
増

進
を
図
っ
た
。

⑽　

障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業
（
補
助
事
業
）

　

在
宅
障
害
者
の
健
康
保
持
・
生
活
支
援
を
目
的
に
、

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
。

⑾ 　

生
活
介
護
事
業
（
身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
生

活
介
護
事
業
〈
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
〉
）

　

在
宅
障
害
者
に
対
し
、
昼
間
、
入
浴
、
排
泄
、
食

事
の
介
助
を
行
う
と
と
も
に
、
創
作
的
活
動
等
の
機

会
を
提
供
し
た
。

⑿ 　

二
次
予
防
事
業
通
所
型
介
護
予
防
事
業
（
受
託

事
業
）

　

介
護
予
防
と
し
て
、
機
能
訓
練
・
健
康
教
育
等
を

行
い
日
常
の
生
活
改
善
に
向
け
運
動
器
機
能
の
向
上

を
は
か
っ
た
。
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平成23年度　決 算 の 状 況
一  般  会  計

資金収支計算書　 （自）平成23年４月１日　（至）平成24年３月31日 ［単位：円］

貸 借 対 照 表　 平成24年３月31日現在 ［単位：円］

脚注：減価償却費の累計額　479,919,741円

勘　定　科　目 予　算　額 決　算　額 差　　　異　

経
常
活
動
に
よ
る
収
支

　

収
入

会費収入 32,164,000 31,967,700 -196,300
寄附金収入 10,152,000 16,065,506 5,913,506
経常経費補助金収入 98,743,000 96,259,921 -2,483,079
助成金収入 3,479,000 3,435,090 -43,910
受託金収入 87,483,000 82,361,114 -5,121,886
事業収入 14,268,000 12,948,380 -1,319,620
貸付事業等収入 2,995,000 2,732,000 -263,000
共同募金配分金収入 30,754,000 30,754,488 488
介護保険収入 342,020,000 344,449,776 2,429,776
自立支援費等収入 22,345,000 23,618,930 1,273,930
補助事業等収入 10,521,000 10,479,373 -41,627
雑収入 7,380,000 7,664,643 284,643
受取利息配当金収入 887,000 748,572 -138,428
会計単位間繰入金収入 2,696,000 2,126,000 -570,000
経理区分間繰入金収入 29,332,000 23,248,281 -6,083,719
経常収入計⑴ 695,219,000 688,859,774 -6,359,226　

支
出

人件費支出 434,814,000 416,391,999 18,422,001
事務費支出 53,305,000 44,431,265 8,873,735
事業費支出 146,216,000 129,953,898 16,262,102
貸付事業等支出 2,750,000 475,000 2,275,000
助成金支出 34,234,000 33,493,300 740,700
会計単位間繰入金支出 5,562,000 5,533,000 29,000
経理区分間繰入金支出 29,332,000 23,248,281 6,083,719
経常支出計⑵ 706,213,000 653,526,743 52,686,257
経常活動資金収支差額⑶＝⑴－⑵ -10,994,000 35,333,031 46,327,031

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

収
入

固定資産売却収入 42,000 42,000 0
施設整備等収入計⑷ 42,000 42,000 0

支
出

固定資産取得支出及び繰入支出 2,347,000 2,155,650 191,350
施設整備等支出計⑸ 2,347,000 2,155,650 191,350
施設整備等資金収支差額⑹＝⑷－⑸ -2,305,000 -2,113,650 191,350

財
務
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

積立金取崩収入 60,113,000 10,113,680 -49,999,320
その他の収入 6,577,000 6,577,605 605
財務収入計⑺ 66,690,000 16,691,285 -49,998,715

支
出

積立預金積立支出 50,000,000 0 50,000,000
その他の支出 5,422,000 5,223,475 198,525
財務支出計⑻ 55,422,000 5,223,475 50,198,525
財務活動資金収支差額⑼＝⑺－⑻ 11,268,000 11,467,810 199,810

予備費⑽ 2,082,000 0 2,082,000
当期資金収支差額合計⑾＝⑶＋⑹＋⑼－⑽ -4,113,000 44,687,191 48,800,191

前期末支払資金残高⑿ 276,263,000 276,267,699 4,699
当期末支払資金残高⑾＋⑿ 272,150,000 320,954,890 48,804,890

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部
科　　　目 当年度末 前年度末 増　減 科　　　目 当年度末 前年度末 増　減

流動資産 348,403,293 294,875,190 53,528,103 流動負債 27,448,403 18,607,491 8,840,912
現金 500,000 500,000 0 未払金 22,345,959 16,452,149 5,893,810
預貯金 255,175,412 214,936,833 40,238,579 預り金 4,894,944 2,122,092 2,772,852
未収金 87,212,198 75,084,952 12,127,246 前受金 81,200 43,000 38,200
前払金 362,360 349,550 12,810 経理区分勘定 0 △ 26,000 26,000
会計単位外貸付金 5,153,323 4,003,855 1,149,468 仮受金 126,300 16,250 110,050

固定負債 93,119,730 87,932,369 5,187,361
退職給与引当金 93,119,730 102,435,665 △ 9,315,935

固定資産 937,822,113 955,983,896 △ 18,161,783 経理区分勘定 0 △ 14,503,296 14,503,296
基本財産 202,203,504 212,833,885 △ 10,630,381
基本財産特定預金 7,000,000 7,000,000 0
建物 193,479,320 199,245,260 △ 5,765,940 負債の部合計 120,568,133 106,539,860 14,028,273
建物付属設備 1,724,184 6,588,625 △ 4,864,441 純　資　産　の　部

基本金 7,000,000 7,000,000 0
その他の固定資産 735,618,609 743,150,011 △ 7,531,402 基本金 7,000,000 7,000,000 0
建物 1,347,853 1,644,723 △ 296,870 基金 300,000,000 300,000,000 0
構築物 1,236,338 1,346,085 △ 109,747 福祉基金 300,000,000 300,000,000 0
車輌運搬具 3,878,151 7,651,427 △ 3,773,276 国庫補助金等特別積立金 141,849,059 147,442,792 △ 5,593,733
器具及び備品 8,251,409 9,408,693 △ 1,157,284 その他の積立金 318,830,878 318,830,878 0
ソフトウエア 134,750 756,040 △ 621,290 財政調整積立金 107,515,574 107,515,574 0
貸付事業等貸付金 8,819,500 11,076,500 △ 2,257,000 介護保険財政積立金 211,315,304 211,315,304 0
退職共済預け金 65,008,040 64,210,295 797,745
福祉基金積立預金 300,000,000 300,000,000 0
財政調整積立預金 107,515,574 107,515,574 0 次期繰越活動収支差額 397,977,336 371,045,556 26,931,780
介護保険財政積立預金 211,315,304 211,315,304 0 次期繰越活動収支差額 397,977,336 371,045,556 26,931,780
退職金積立預金 28,111,690 38,225,370 △ 10,113,680 （うち当期活動収支差額） （16,818,100） （△ 10,580,330） （27,398,430）
経理区分勘定 0 △ 10,000,000 10,000,000 0

純資産の部合計 1,165,657,273 1,144,319,226 21,338,047
資産の部合計 1,286,225,406 1,250,859,086 35,366,320 負債及び純資産の部合計 1,286,225,406 1,250,859,086 35,366,320
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公益事業特別会計
資金収支計算書　（自）平成23年４月１日　（至）平成24年３月31日 ［単位：円］

貸 借 対 照 表　平成24年３月31日現在 ［単位：円］

勘　　定　　科　　目 予　　算　　額 決　　算　　額 差　　　　異　

経
常
活
動
に
よ
る
収
支

　

収
入

助成金収入 158,000 109,000 -49,000
受託金収入 24,750,000 24,880,500 130,500
介護保険収入 137,496,000 133,347,320 -4,148,680
補助事業等収入 4,282,000 4,287,500 5,500
雑収入 1,000 30,200 29,200
受取利息配当金収入 4,000 16,730 12,730
会計単位間繰入金収入 5,562,000 5,533,000 -29,000
経理区分間繰入金収入 2,783,000 2,783,000 0

経常収入計⑴ 175,036,000 170,987,250 4,048,750　

支
出

人件費支出 132,328,000 128,114,681 4,213,319
事務費支出 5,358,000 4,251,476 1,106,524
事業費支出 23,461,000 19,679,610 3,781,390
会計単位間繰入金支出 2,696,000 2,126,000 570,000
経理区分間繰入金支出 2,783,000 2,783,000 0

経常支出計⑵ 166,626,000 156,954,767 9,671,233
経常活動資金収支差額⑶＝⑴－⑵ 8,410,000 14,032,483 5,622,483

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

収
入 施設整備等収入計⑷ 0 0 0
支
出

固定資産取得支出及び繰入支出 1,633,000 1,065,246 567,754
施設整備等支出計⑸ 1,633,000 1,065,246 567,754

施設整備等資金収支差額⑹＝⑷－⑸ -1,633,000 -1,065,246 567,754
財
務
活
動
に

よ
る
収
支　

収
入 財務収入計⑺ 0 0 0
支
出

その他支出 2,114,000 1,952,150 161,850
財務支出計⑻ 2,114,000 1,952,150 161,850

財務活動資金収支差額⑼＝⑺－⑻ -2,114,000 -1,952,150 161,850
予備費⑽ 597,000 0 597,000

当期資金収支差額合計⑾＝⑶＋⑹＋⑼－⑽ 4,066,000 11,015,087 6,949,087

前期末支払資金残高⑿ 45,706,000 45,707,869 1,869
当期末支払資金残高⑾＋⑿ 49,772,000 56,722,956 6,950,956

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部
科　　目 当年度末 前年度末 増　　減 科　　　目 当年度末 前年度末 増　　減

流動資産 69,148,721 53,387,698 15,761,023 流動負債 12,425,765 7,679,829 4,745,936
現　金 0 0 0 未払金 7,272,442 3,649,974 3,622,468
預貯金 41,693,173 31,107,888 10,585,285 預り金 0 0 0
未収金 27,455,548 22,241,343 5,214,205 会計単位外借入金 5,153,323 4,003,855 1,149,468
前払金 0 38,467 △ 38,467 経理区分勘定 0 26,000 △ 26,000

固定負債 0 14,503,296 △ 14,503,296
経理区分勘定 0 14,503,296 △ 14,503,296

固定資産 12,664,092 22,734,413 △ 10,070,321
その他の固定資産 12,664,092 22,734,413 △ 10,070,321
車輌運搬具 ５ 189,795 △ 189,790
器具及び備品 2,151,945 2,310,251 △ 158,306 負債の部合計 12,425,765 22,183,125 △ 9,757,360
ソフトウェア 512,142 234,367 277,775 純　資　産　の　部
介護保険財政積立預金 10,000,000 10,000,000 0 その他の積立金 10,000,000 10,000,000 0
経理区分勘定 0 10,000,000 △ 10,000,000 介護保険財政積立金 10,000,000 10,000,000 0

次期繰越活動収支差額 59,387,048 43,938,986 15,448,062
次期繰越活動収支差額 59,387,048 43,938,986 15,448,062
（うち当期活動収支差額）（15,448,062）（42,539,669） （△ 27,091,607）

純資産の部合計 69,387,048 53,938,986 15,448,062
資産の部合計 81,812,813 76,122,111 5,690,702 負債及び純資産の部合計 81,812,813 76,122,111 5,690,702

脚注：減価償却費の累計額　29,213,835円

いちのせき社協だより 6



千厩ワークプラザ特別会計
資金収支計算書　（自）平成23年４月１日　（至）平成24年３月31日 ［単位：円］

貸 借 対 照 表　平成24年３月31日現在 ［単位：円］

脚注：減価償却費の累計額　1,614,681円

勘　　定　　科　　目 予　算　額 決　算　額 差　　　異
就
労
支
援
事
業
活

動
に
よ
る
収
支　

収
入

就労支援事業収入 3,501,000 3,379,344 -121,656
就労支援事業収入計⑴ 3,501,000 3,379,344 -121,656

支
出

就労支援事業支出 3,501,000 3,379,344 121,656
就労支援事業支出計⑵ 3,501,000 3,379,344 121,656

就労支援事業活動資金収支差額⑶＝⑴－⑵ 0 0 0　

福
祉
事
業
活
動
に
よ
る
収
支

　

収
入

運営費収入 2,868,000 2,759,038 -108,962
自立支援費収入 19,330,000 20,081,320 751,320
利用者負担金収入 72,000 48,380 -23,620
経常経費補助金収入 754,000 756,571 2,571
雑収入 51,000 137,990 86,990
受取利息配当金収入 1,000 9,642 8,642
福祉事業収入計⑷ 23,076,000 23,792,941 716,941　

支
出

人件費支出 12,438,000 11,982,433 455,567
事務費支出 2,448,000 2,127,702 320,298
事業費支出 5,260,000 4,676,858 583,142
福祉事業支出計⑸ 20,146,000 18,786,993 1,359,007

福祉事業活動資金収支差額⑹＝⑷－⑸ 2,930,000 5,005,948 2,075,948
施
設
整
備
棟

に
よ
る
収
支

収
入 施設整備等収入計⑺ 0 0 0
支
出

固定資産取得支出 230,000 189,000 41,000
施設整備等支出計⑻ 230,000 189,000 41,000

施設整備等資金収支差額⑼＝⑺－⑻ -230,000 -189,000 41,000
財
務
活
動
に

よ
る
収
支　

収
入 財務収入計⑽ 0 0 0
支
出

その他の支出 201,000 199,725 1,275
財務支出計⑾ 201,000 199,725 1,275
財務活動資金収支差額⑿＝⑽－⑾ -201,000 -199,725 1,275

予備費⒀ 0 0 0
投機資金収支差額合計⒁＝⑶＋⑹＋⑼＋⑿－⒀ 2,499,000 4,617,223 2,118,223

前期末支払資金残高⒂ 20,396,000 20,396,235 235
当期末支払資金残高⒁＋⒂ 22,895,000 25,013,458 2,118,458

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部
科　　　目 当年度末 前年度末 増減 科　　　目 当年度末 前年度末 増減

流動資産 26,140,501 21,569,630 4,570,871 流動負債 1,127,043 1,173,395 △ 46,352
現金 30,000 30,000 0 未払金 1,127,043 1,173,395 △ 46,352
預貯金 19,542,478 16,247,104 3,295,374 預り金 0 0 0
未収金 6,568,023 5,292,526 1,275,497

固定負債 0 0 0

固定資産 1,717,673 2,035,121 △ 317,448
その他の固定資産 1,717,673 2,035,121 △ 317,448
車輌運搬具 584,392 784,754 △ 200,362
器具及び備品 1,133,281 1,250,367 △ 117,086 負債の部合計 1,127,043 1,173,395 △ 46,352

純　資　産　の　部
国庫補助金等特別積立金 1,386,831 1,655,035 △ 268,204

次期繰越活動収支差額 25,344,300 20,776,321 4,567,979
次期繰越活動収支差額 25,344,300 20,776,321 4,567,979
（うち当期活動収支差額） （4,567,979） （4,551,674） （16,305）

純資産の部合計 26,731,131 22,431,356 4,299,775
資産の部合計 27,858,174 23,604,751 4,253,423 負債及び純資産の部合計 27,858,174 23,604,751 4,253,423
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被
災
者
支
援

の
「
サ
ロ
ン
」

「
お
茶
会
」
は

阪
神
・
淡
路
大

震
災
以
来
、
生

活
支
援
活
動

（
心
の
ケ
ア
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
な
ど
）
に

有
効
な
取
り
組

み
と
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、
東

日
本
大
震
災
の

支
援
活
動
と
し
て
県
内
で
も
応
急
仮
設
住
宅
を

中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
関
市
社
協
で
は
被
災
者
支
援
を
行
う
中

で
、
昨
年
度
千
葉
大
学
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム

が
行
っ
た
「
お
茶
っ
こ
交
流
会
」
に
協
力
し
、

み
な
し
仮
設
住
宅
等
に
住
む
一
関
市
に
避
難
し

て
い
る
被
災
者
の
声
を
聞
き
、「
継
続
し
た
交

流
の
場
が
必
要
」
と
の
要
望
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
年
四
月
か
ら
は
、
一
関
市
社
協
が
主
催
と

な
り
、『
ふ
る
さ
と
お
茶
っ
こ
交
流
会
』を
開
催
。

現
在
は
一
関
地
域
を
中
心
に
お
茶
っ
こ
交
流
会

を
開
催
し
、「
被
災
者
同
士
の
交
流
の
場
づ
く

り
」
を
行
い
、
地
域
に
点
在
し
て
い
る
被
災
者

の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
被
災
者
同
士
の
住
民
交

「
ふ
る
さ
と
お
茶
っ
こ
交
流
会
」を
開
催

〜
被
災
者
の
繋
が
り
を
支
援
〜

大
東
支
部

地
域
の
宝
物
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
見
守
ろ
う

〜
『
わ
ん
こ
隊
』
活
動
中
〜

　

大
東
町
大
原
小
学
校
の
児
童
が
放
課
後
に
過

ご
す
場
所
を
提
供
す
る
「
地
域
で
見
守
る
『
わ

ん
こ
隊
』」
が
今
年
度
よ
り
運
営
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
隊
は
、
就

労
等
で
昼
間
家

庭
に
い
な
い
保

護
者
に
代
わ
っ

て
子
ど
も
た
ち

の
放
課
後
の
居

場
所
を
提
供

し
、
地
域
に
よ

る
子
育
て
支
援

を
目
的
と
し
た

地
域
住
民
に
よ

る
任
意
団
体
と

し
て
設
立

さ
れ
ま
し

た
。

　

現
在
、

登
録
児
童

は
一
年
生

〜
四
年
生

の
八
名
。

月
〜
金
曜

日
の
午
後

六
時
ま
で
、
同
町
大
原
の
一
六
合
同
会
館
で
地

域
支
援
員
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
地
域
住
民
に

よ
る
伝
統
文
化
伝
承
活
動
や
自
主
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
隊
の
佐
藤
文
信
隊
長
は
、「
現
在
、
お
手

伝
い
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
支
援
員
は
十
名
。

そ
の
中
に
は
、
先
生
や
指
導
者
で
は
な
い
が

様
々
な
特
技
を
持
っ
て
い
る
方
が
多
く
い
る
。

こ
れ
を
契
機
に
、
今
後
は
子
育
て
と
保
護
者
の

就
労
支
援
だ
け
で
な
く
、
児
童
と
地
域
住
民
の

世
代
間
交
流
か
ら
「
地
域
」
を
知
っ
て
も
ら
い
、

地
域
活
動
を
担
う
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
き
た

い
。」
と
地
域
の
将
来
を
見
据
え
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

千
厩
支
部

 

千
厩
：
支
部
通
信

〜
千
厩
地
域
手
を
つ
な
ぐ
会
と
一
緒
に
〜

　

千
厩
支
部
で
は
、
千
厩
地
域
手
を
つ
な
ぐ
会

と
一
緒
に
在
宅
の
知
的
障
が
い
者
を
対
象
に

「
イ
キ
イ
キ
教
室
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
関
係

団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
開
催
し
、
障
が
い
の

あ
る
方
の
社
会
参
加
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

千
厩
地
域
に
は
、
知
的
障
が
い
者
の
親
の
会

サ
ロ
ン
を
通
し
て
花
を
心
を
育
て
ま
す

　

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
予
防
や
生
き
が
い
活

動
を
目
的
と
し
た
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
花
泉

地
域
で
も
定
着
し
、
現
在
四
〇
集
落
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
集
い
の
場
と
し
て
の
お
茶
飲
み

は
も
ち
ろ
ん
、
創
作
活
動
、
郷
土
料
理
、
温
泉

旅
行
、
奉
仕
活
動
、
健
康
体
操
等
々
そ
の
取
組

み
も
様
々
で
す
。

　

そ
の
中
か
ら
今
回
は
、
高
倉
集
落
い
き
い
き

ク
ラ
ブ
（
代
表
岩
渕
虎
雄
さ
ん
）
の
活
動
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
の
開
催
や
、
資
源
回
収
を
し
て
活
動
資
金

に
充
て
る
等
の
活
動
の
他
、
特
徴
あ
る
取
組
み

と
し
て
、
地
域
内
に
あ
る
集
落
花
壇
三
ヵ
所
を

み
ん
な
で
育

て
な
が
ら
交

流
を
図
っ
て

い
ま
す
。
春

に
は
土
を
掘

り
起
こ
し

て
堆
肥
を
入

れ
、
六
月
に

は
花
苗
植
付

け
。
昨
年
は

マ
リ
ー
ゴ
ー

一
関
支
部

流
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
様
々
な
団
体
等
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
料
理
教
室
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
自
ら
参
加
す
る
活
動
を
増
や
し
、
少
し
で

も
被
災
者
の
笑
顔
が
増
え
る
よ
う
な
「
お
茶
っ

こ
交
流
会
」
の
開
催
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

花
泉
支
部

ル
ド
を
四
種
類

三
四
〇
本
を
植

え
ま
し
た
。
草

取
り
も
み
ん
な

で
行
い
、
八
月

に
は
綺
麗
な
花

が
た
く
さ
ん
咲

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
個
別

の
体
力
に
合
わ
せ
た
作
業
の
配
慮
も
、
長
続
き

の
秘
訣
で
し
ょ
う
。
年
間
を
通
じ
た
、
文
字
通

り
の
地
域
に
花
を
添
え
る
活
動
は
、
道
行
く
人

や
サ
ロ
ン
参
加
者
の
心
を
穏
や
か
に
、
優
し
い

気
持
ち
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
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「
口
の
健
康
」
再
確
認
！

―
「
室
根
・
矢
越
地
区
内
サ
ロ
ン
で
合
同
講
習
会
」
―

東
山
支
部

川
崎
支
部

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
代
表
者
会
議
」

ち
び
っ
こ
・
あ
つ
ま
れ
〜
！

　
「
キ
ュ
ー
ピ
ー

サ
ロ
ン
」
は
毎
月

二
回
第
二
、
第
四

金
曜
日
に
開
催
し

て
い
る
子
育
て
サ

ロ
ン
で
す
。
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を

対
象
に
、
本
の
読

み
聞
か
せ
や
歌
の

体
操
、
い
ろ
い
ろ

な
遊
び
を
通
し

て
、
親
子
の
交
流

や
育
児
不
安
の
解

消
の
た
め
の
子
育

て
支
援
と
仲
間
づ
く
り
を
行
う
場
を
提
供
し
て

お
り
ま
す
。

　

保
育
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
や
経
験
豊

富
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
お
世
話
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
の
で
、
親
子
で
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
も
ち
ろ
ん
、
里
帰
り
の
親
子
さ
ん
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

　

六
月
八
日
開
催
さ
れ
た
「
キ
ュ
ー
ピ
ー
サ
ロ

ン
」
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
遊
び
に
集
中
し
て
い
る

ち
び
っ
子
や
、
お
世
話
人
に
「
た
か
〜
い
、
た

か
〜
い
」
を
し
て
も
ら
い
「
キ
ャ
ー
、キ
ャ
ー
」

と
元
気
な
歓
声
が
聞
か
れ
、
と
っ
て
も
に
ぎ
や

か
で
し
た
。　

　

サ
ロ
ン
名
の
と
お
り
、
可
愛
ら
し
い
キ
ュ
ー

ピ
ー
さ
ん
た
ち
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
お
母
さ
ん
た
ち
も
和
や
か
な
時
間
が

す
ご
せ
た
よ
う
で
す
。

　

ち
び
っ
子
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
ま
〜
す
。

　

五
月
三
十
日
㈬
東
山
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
代
表
者
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

東
山
町
内
で
活
動
す
る
サ
ロ
ン
代
表
者

四
十
一
名
の
出
席
で
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ロ
ン
の
活

動
内
容
、
今
抱
え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
の
発

表
、そ
れ
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
一
関
市
の
「
い
ち
の
せ
き
元
気
な

地
域
づ
く
り
事
業
」
で
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
サ

ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
（
仮
称
）」
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
講
習
内
容
に
つ
い

て
も
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
年
五
回
の
講
習
会

に
つ
い
て
「
自
分
た
ち
の
サ
ロ
ン
に
役
立
て
ら

れ
る
も
の
を
」
を
前
提
に
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。希
望
す
る
内
容
で
一
番
多
か
っ
た
の
が
、

軽
運
動
・
い
す
又
は
床
に
座
っ
た
ま
ま
で
の
軽

運
動
・
音
楽
に
合
わ
せ
た
軽
運
動
で
あ
り
、
今

回
の
会
議
で
の

意
見
を
参
考
に

し
て
講
習
内
容

を
決
定
す
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
代
表

者
会
議
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
サ
ロ

ン
代
表
者
が
情

報
収
集
す
る
こ

と
が
出
来
、
今

後
の
一
層
の
活

性
化
に
つ
な
が

る
会
と
な
り
ま

し
た
。

「
千
厩
地
域
手

を
つ
な
ぐ
会
」

が
あ
り
ま
す
。

設
立
以
来
、
多

く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、
そ
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
に

パ
ワ
ー
を
与
え

な
が
ら
一
緒
に

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
親
が
高
齢
だ
っ
た

り
本
人
の
施
設
利
用
等
に
よ
り
、
会
員
が
減
っ

て
い
る
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
特
に
も

本
人
会
員
の
皆
さ
ん
は
遠
足
や
月
々
の
行
事
を

と
て
も
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。「
遠
足
は

い
つ
な
の
か
」「
○
○
君
も
行
く
の
か
」「
ど
こ

に
行
く
の
か
」
等
、
最
近
は
気
候
が
良
く
お
出

か
け
日
和
の
日
が
続
く
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
千

厩
支
部
に
電
話
が
か
か
っ
て
こ
な
い
日
が
無
い

ほ
ど
で
す
。

　

昨
年
の
遠
足
は
八
木
山
動
物
園
。
お
馴
染
み

の
キ
リ
ン
・
象
・
ラ
イ
オ
ン
等
に
、
会
員
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
じ
さ
ん
も
感
激
。
親
子
猿
の

行
動
に
く
ぎ
付
け
に
な
っ
た
り
、
皆
童
心
に
か

え
っ
て
見
学
し
て
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
障
が

い
者
の
作
品
を
販
売
し
て
い
る
施
設
や
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
等
の
見
学
も
行
い
ま
し
た
。
子

供
と
は
言
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
が
五
十
歳
以
上
、

高
齢
の
親
を
子
を
互
い
に
気
遣
い
な
が
ら
、
そ

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
あ
っ
た
か
い

手
を
借
り
て
の
外
出
で
す
。

　

手
を
つ
な
ぐ
。
少
な
い
会
員
な
が
ら
も
子
供

達
の
た
め
に
一
緒
に
活
動
す
る
親
の
姿
が
こ
こ

に
あ
り
ま
す
。

室
根
支
部

　

六
月
五
日
、
室
根
矢
越
地
区
の
五
つ
の
サ
ロ

ン
合
同
に
よ
る
「
お
口
の
健
康
講
習
会
」
が
矢

越
第
七
集
会
所
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

歯
科
衛
生
士
・
千
葉
チ
ヨ
さ
ん
（
室
根
町
折
壁
）

を
講
師
に
、
講
義
で
は
、
先
ず
、
手
鏡
を
使
っ

て
の
自
分
の
舌
を
観
察
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま

り
、
健
康
な
舌
の
状
態
を
確
認
、
異
常
な
舌
・

口
の
状
態
を
写
真
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
確
認
し

あ
い
ま
し
た
。　
『
口
の
機
能
低
下
が
肺
炎
等

の
病
気
に
つ
な
が
っ
た
り
、
栄
養
摂
取
の
妨
げ

に
な
っ
た
り
す
る
。「
口
の
健
康
」
が
体
の
健

康
に
つ
な
が
る
第
一
歩
。』
と
の
お
話
し
に
皆
、

「
口
の
健
康
」
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

口
腔
体
操
の
実
技
で
は
、
実
際
に
口
や
舌
、

体
を
動
か
し
、
声
を
出
し
た
り
し
て
み
て
、
体

操
の
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
最
後

に
色
々
な
口
腔
関
連
グ
ッ
ズ
の
紹
介
が
あ
り
、

皆
、
興
味
津
々
の
よ
う
で
し
た
。
サ
ロ
ン
同
士

の
合
同
講
習
会
。
み
ん
な
で
口
腔
衛
生
・
口
腔

機
能
向
上
の
た
め
の
勉
強
が
で
き
、
家
で
早
速

取
り
組
め
る
口

腔
体
操
を
教
え

て
も
ら
い
、
参

加
者
の
皆
さ
ん

は
、
す
っ
き
り

と
し
た
笑
顔
で

帰
ら
れ
、
と
て

も
有
意
義
な
講

習
会
と
な
り
ま

し
た
。
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東
山
町
長
坂
を
中
心
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て
い
る
「
さ
と

ま
え
お
い
と
こ
の
会
」（
会
長
佐
藤
正
子　

会

員
八
名
）
を
紹
介
し
ま
す
。
平
成
六
年
に
伝

統
芸
能
の
継
承
を
目
的
に
結
成

し
、地
域
の
福
祉
施
設
の
慰
問
、

環
境
整
備
、
自
治
会
館
を
活
用

し
た
ふ
れ
あ
い
交
流
会
等
活
発

な
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
か
で
も
特
徴
的
な
も
の

は
、「
日
頃
家
庭
に
閉
じ
こ
も

り
な
が
ち
な
お
年
寄
り
に
少
し

で
も
楽
し
ん
で
頂
き
、
ま
す
ま

す
元
気
に
な
っ
て
も
ら
う
こ

と
」
を
目
的
に
は
じ
め
た
「
地

域
支
え
合
い
交
流
会
」
で
す
。

今
回
で
七
回
目
を
迎
え
た
交
流

会
は
、
六
月
二
日
㈯
に
、
里
前

集
会
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま

り
、
華
や
か
な
着
物
姿
の
「
お

い
と
こ
」、
舞
踊
や
民
謡
、
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
玄
米

ニ
ギ
ニ
ギ
体
操
と
一
緒
に
歌
っ

た
り
手
拍
子
を
打
っ
た
り
し
て

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
し

ぶ
た
み
の
職
員
に
よ
る
口
腔
運

動
や
軽
運
動
の
実
技
指
導
、
福

祉
用
具
の
紹
介
、
展
示
・
相
談
な
ど
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
、
百
人
鍋
で
作
っ
た
特
製
の
豚

汁
、
手
づ
く
り
の
お
に
ぎ
り
が
振
舞
わ
れ
、
集

会
所
の
庭
で
は
大
判
焼
き
や
わ
た
あ
め
の
出
店

も
あ
り
、
多
く
の
協
力
団
体
の
も
と
会
場
が
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
交
流
会
で
し
た
。

か
わ
ら
版

「
さ
と
ま
え
お
い
と
こ
の
会
」

「
さ
と
ま
え
お
い
と
こ
の
会
」

藤
沢
支
部

藤
沢
支
部
を
紹
介
し
ま
す
！

　

一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
藤
沢
支
部
と
し
て

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
藤
沢
支
部
の
事

務
所
は
、
初
め
て
来
ら
れ
る
方
に
は
少
し
分
か

り
に
く
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー

前
の
駐
車
場
か
ら
光
栄
荘
の
方
を
見
る
と
、
看

板
が
掛
け
ら
れ
た
玄
関
が
見
え
ま
す
。
看
板
は

住
民
の
方
に
よ
る
手
書
き
で
、「
社
会
福
祉
法

人
一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
藤
沢
支
部
」
と
表

示
し
て
あ
り
、
中
に
は
藤
沢
支
部
の
事
務
室
と

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
藤
沢
町
ボ
ラ
ン
ト
ピ

ア
セ
ン
タ
ー
」
の
事
務
室
が
あ
り
ま
す
。
藤
沢

町
ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
は
介
護
保
険
事
業

所
と
し
て
総
合
的
な
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
隣
接
し
て「
国
保
藤
沢
病
院
」

や
「
老
人
保
健
施
設
・
老
健
ふ
じ
さ
わ
」、「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
光
栄
荘
」「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
・
や
ま
ば
と
」
が
あ
り
、
各
施
設
は
一

体
的
な
運
営
の
中
で
地
域
を
支
え
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
山
あ
い
の
小
さ
な
町
は
、

福
祉
や
医
療
の
ニ
ー
ズ
が
年
々
大
き
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
地
域
の
住
民
は
医
療
や
福
祉
施
設

等
を
「
命
を
守
る
砦
」
と
し
て
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
４
月

の
区
長
会
で
は
大
澤

会
長
か
ら
区
長
さ
ん

方
に
福
祉
委
員
の
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、

地
域
福
祉
の
推
進
の

た
め
今
後
と
も
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
。

第
七
回
一
関
市
社
会
福
祉
大
会

　

平
成
二
四
年
七
月
二
七
日
㈮

　

午
後
一
時
三
〇
分
〜
四
時

　

藤
沢
文
化
セ
ン
タ
ー　

縄
文
ホ
ー
ル

　

・
表
彰

　

・
記
念
講
演

　
　

一
関
市
国
保
藤
沢
病
院

　
　
　
　

院
長　

佐
藤　

元
美　

氏

　
　
　
「
市
民
と
と
も
に
創
る
地
域
医
療

　
　
　
　

と
福
祉
」

　

記
念
講
演
の
み
の
聴
講
も
結
構
で
す
。

社
協
ふ
く
し
祭

　
「
ゆ
い
っ
こ
広
場
ｉ
ｎ
室
根
」

　

平
成
二
四
年
九
月
三
〇
日
㈰

　

午
前
一
〇
時
〜
午
後
二
時

　

一
関
市
役
所
室
根
支
所 

特
設
会
場 

他

　

内
容

　

・ 

交
流
イ
ベ
ン
ト
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
非
常
食
炊
出
し
訓

練
、
特
産
物
・
授
産
施
設
作
品
販
売

な
ど
、

　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
チ
ラ
シ
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
誘
い
併
せ
の
上
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。
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連
続
講
座

〈
共
同
企
画
〉

　

地
域
で
の
暮
ら
し
を
考
え
る
講
座
は
、
五
月

十
九
日
に
「
生
き
る
覚
悟
―
茶
杓
か
ら
学
ん
だ

こ
と
―
」
と
題
す
る
作
家
小
野
寺
苓
氏
の
講
演

と
、「
舞
川
地
区
福
祉
活
動
推
進
協
議
会
の
取

組
み
」
に
つ
い
て
舞
川
地
区
福
祉
活
動
推
進
協

議
会
事
務
局
長　

伊
藤
一
氏
の
実
践
事
例
発
表

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
冒
頭
「
私
は
作
家
と
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
た
だ
の
主
婦
で
す
。」
と
前
置
き

さ
れ
た
の
ち
、二
〇
〇
九
年
に
出
版
さ
れ
た「
茶

杓
―
消
え
た
伊
達
家
老
―
」
を
執
筆
し
た
経
緯

と
し
て
、
仙
台
山
内
氏
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

「
伊
達
藩
宿
老　

富
塚
氏
と
一
族
の
す
べ
て
」

と
い
う
本
に
触
発
さ
れ
て
、
い
わ
ば
、
正
史
に

は
記
さ
れ
て
い
な
い
、
家
臣
の
側
に
残
さ
れ
て

い
た
史
料
と
独
自
の
調
査
に
よ
っ
て
小
説
と
い

う
形
態
に
よ
っ
て
発
表
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
小
説
の
主
人
公
は
、
思
い
も
か
け
な
い

兄
の
早
逝
に
よ
り
、
二
男
で
あ
り
な
が
ら
、
伊

達
藩
宿
老
富
塚
家
の
当
主
と
な
り
、
そ
の
後
の

半
生
を
父
と
の
確
執
や
、
藩
主
と
の
交
流
、
伊

達
藩
の
経
営
、
男
女
の
愛
な
ど
を
か
ら
め
、
父

の
残
し
た
「
茶
杓(

ち
ゃ
し
ゃ
く)

」
を
モ
チ
ー

フ
と
し
て
描
か
れ
た
作
品
で
、
封
建
制
度
と
い

う
厳
し
い
社
会
の
中
で
、
何
事
に
も
取
ら
わ
れ

な
い
生
き
方
を
し
よ
う
と
し
た
富
塚
重
標(

と

み
づ
か
し
げ
た
か)

と
い
う
実
在
し
た
人
物
の

数
奇
な
物
語
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
こ
の
作
品
を
中
心
に
、
先
生
の

日
常
の
こ
と
、
他
の
歴
史
的
事
件
な
ど
に
触
れ

ら
れ
な
が
ら
、
も
の
ご
と
の
価
値
の
多
様
な
こ

と
、
情
報
の
一
方
的
な
受
け
取
り
方
で
は
い
け

な
い
こ
と
、
宿
命
に
あ
ら
が
う
人
間
の
自
由
へ

の
渇
望
な
ど
な
ど
、
大
き
な
示
唆
に
富
む
お
話

で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
う
な
づ
け
る
点
が
あ
る
」

「
人
に
は
だ
れ
も
踏
み
込
め
な
い
領
域
が
あ
る

と
つ
く
づ
く
感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
を
講
演
後

に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

舞
川
地
区
は
、
数
年
前
に
開
通
し
た
県
道
に

よ
り
交
通
の
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

ま
た
、
沿
岸
部
と
結
ぶ
県
道
は
地
区
を
東
西
に

横
断
し
、
旧
東
磐
井
地
域
と
の
交
流
や
、
磐
井

病
院
へ
の
通
院
道
路
、
災
害
復
興
道
路
等
と
し

て
の
利
用
で
交
通
量
が
増
加
し
近
年
地
区
は
大

き
く
変
貌
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
口
は
推
進
協
議
会
を
結
成
し
た

二
十
四
年
前
に
比
べ
る
と
約
一
、〇
〇
〇
名
減

少
し
、
高
齢
化
率
は
、
三
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
に

達
し
て
い
ま
す
。
核
家
族
化
の
進
行
と
、通
勤
、

通
学
ル
ー
ト
沿
線
に
よ
る
移
住
に
よ
り
世
帯
数

は
増
加
し
て
い
ま
す
。・
後
継
者
・
農
作
業
の

担
い
手
不
足
・
地
域
活
力
の
減
退
・
老
々
介
護
・

単
身
赴
任
者
の
増
加
・
家
庭
生
活
の
変
化
等
福

祉
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
と
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

舞
川
地
区
福
祉
活
動
推
進
協
議
会
は
、
や
す

ら
ぎ
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
の
実

現
を
目
指
し
、
各
種
団
体
と
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
、
世
帯
間
交
流
事
業
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

事
業
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
芸
祭
、
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
の
慰
問
、
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
地
域
ぐ

る
み
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
を
社
会
状
況
は
、少
子
高
齢
化
の
進
行
、

厳
し
い
雇
用
状
況
、
連
帯
感
の
希
薄
化
な
ど

様
々
な
変
化
や
矛
盾
な
ど
を
地
域
社
会
に
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
福
祉
活
動
の
取
組
み
も
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
よ
う
な
状
況
を
的
確
に
と
ら
え
、
地
域
住
民

が
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層

寄
り
添
い
、
そ
の
橋
渡
し
役
を
果
た
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

抄
録
を
ご
希
望
の
方
は
、
一
関
市
社
会

福
祉
協
議
会
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

工
房
で
は
、
作
業
の
一
環
と
し
て
、
ア
ー
ト

創
作
を
し
て
い
ま
す
。

　

伊
藤　

勝
弘
さ
ん
が
工
房
に
来
始
め
た
こ
ろ

は
、「
描
け
な
い
よ
ー
」
と
、
恐
る
恐
る
ペ
ン

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
心
に
平
和
を
カ
レ

ン
ダ
ー
２
０
１
０
」
に
選
ば
れ
て
、
少
し
自
信

が
つ
い
た
の
か
、
そ
れ
か
ら
は
、
マ
イ
ペ
ー
ス

で
創
作
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
木
上
の
パ
ン
ダ
」「
春
の
散
歩
」
の
、
動
物

た
ち
の
表
情
を
見
て
い
る
と
、「
ふ
と
微
笑
ん

で
し
ま
う
」
そ
ん
な
作
品
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
工
房
て
ん
と
う
虫
ま
で

 

一
関
市
川
崎
町
薄
衣
字
諏
訪
前
九
七　

 

電
話　

〇
一
九
一
―
四
三
―
四
七
三
三
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♥ 平成24年３月から平成24年５月までに、市民の皆様からご寄附がありました。

ホームページに関する
お問い合わせ先

社会福祉法人　一関市社会福祉協議会ホームページ
http://www.ichinoseki-shakyo.com/     E-mail : info@ichinoseki-shakyo.com

本　　部

千葉県千葉市 千葉大学大学院医学研究院 
子どものこころ発達研究センター様 69,395円

一関支部
一関市 山目尋常高等小学校　昭和十年会一同様 6,715円
一関市 法泉寺　寒修行団　代表　吉家本淨様 100,000円
関が丘 浅野　タミ様 1,110円
三関字神田 松倉　　忠様 8,400円

花泉支部
花泉町 涌津社交ダンス愛好会代表　岩渕　英雄様 9,551円
日形字小野 菅原　政義様 100,000円

花泉町 をどりのボランティア250回記念
水木流　鶴升会様 10,000円

金沢字南町 加藤　春樹様 100,000円
永井字三本木 千葉　岑男様 100,000円
金沢字鹿伏 佐藤　俊雄様 50,000円
日形字井戸沢 小野寺きみ子様タオル100枚
東京都世田谷区 今野　利博様 100,000円
老松字沼ノ沢 千葉　正善様 50,000円
涌津字道下 皆川　セツ様 100,000円

大東支部
大原字山吹 千葉　　稔様 30,000円
摺沢字新右ェ門土手 村上富美子様 100,000円
大原有南田 小島　真弘様 50,000円
大原字舘下 鈴木　　斉様 50,000円
大原字和野 菅原五三男様 50,000円
猿沢字伊勢堂 小野寺　憲様 50,000円
宮城県気仙沼市 佐藤　光男様 30,000円
猿沢字七ツ森 及川　　弘様 50,000円
曽慶字十文字 岩渕　友教様 50,000円
大原字藤ヶ崎 菅原　　堯様 50,000円
鳥海字菖蒲沢 皆川　　勇様 50,000円
摺沢字小沼 三浦　孝徳様 100,000円
大原字跡ノ沢 熊谷　常人様 50,000円
大原字大杉 小野寺愛志様 50,000円
大原字立町 勝部　孝行様 100,000円

千厩支部
千厩字下木六 菅原　正行様 100,000円
千厩字前田 三浦香代子様 100,000円
千厩字町 千葉　麗子様 100,000円
奥玉字八幡前 藤野　清貴様 100,000円
小梨字三ノ沢 畠山　清一様 100,000円
千厩町 愛宕婦人会様 30,000円
千厩町 ソシアルダンスサークル84様 10,810円
千厩字四日町 本田　峯子様 100,000円

東山支部

田河津字高金 田河津中学校昭和41年度卒業生同級会 
様 50,000円代表 佐藤 充

田河津字横沢 渡邉　明彦様 100,000円
長坂字柴宿 那須　　浩様 200,000円
田河津字竹沢 竹沢集落振興会会長　菅原信吉様 50,000円
松川字野平 佐藤　秋男様 100,000円
松川字野平 安東　　馨様 50,000円

匿　　　名様 100,000円

室根支部
折壁字田茂木 伊東　喜一様 30,000円
折壁字上前木 熊谷　文雄様 50,000円
折壁字愛宕 藤原美喜男様 100,000円
矢越字高沢 鈴木　正博様 50,000円
折壁字向山 熊谷　次夫様 30,000円
折壁字笠松 小山　芳正様 30,000円

川崎支部
薄衣字泉台 金今  栄 一様 50,000円
秋田県由利本荘市   畠山   直子様 50,000円

藤沢支部
黄海字上中山 ㈱アーク　代表取締役　橋本　晋栄様 300,000円
東山町長坂 関水書道会　代表　佐藤　関水様 60,000円

藤沢字仁郷 平成23年度一関市藤沢町60歳
様 10,000円同年の集い実行委員会

藤沢字町裏 みちのくビーフ生産組合様 19,986円
藤沢字町裏 藤沢草地利用組合　組合長　近江　育夫様 15,203円
藤沢字町裏 千葉　勘司様 100,000円
藤沢字仁郷 佐藤美喜雄様 100,000円
保呂羽字栗沢 小野寺亮一様 100,000円
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